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 《第 2 部》 
事例発表③ 「IT が可能にする飼い主と地域
を繋ぐ環境整備−Wan!Pass の取り組み事例
から−」 ⼩早川 ⻫ ⽒（ペッツオーライ株式
会社 代表取締役） 
 
【スライド 01】 
○司会 「ＩＴが可能にする飼い主と地域をつな
ぐ環境整備−Wan!Pass の取り組み事例から−」
Ｋｎｏｔｓの正会員でありますペッツオーライ
株式会社代表取締役、⼩早川⻫様にお願いしたい
と思います。 
 ⼩早川様、どうしても⼈と動物の関係というの
はアナログな部分が多いのですが、その中で、Ｉ
Ｔを活⽤したＩＴ会社の社⻑に是⾮、よろしくお
願いします。 
 
○⼩早川 よろしくお願いします。 
 実はさっき⾕⼝先⽣、最初お話ししたとき、ま
さかの同い年だったというところで、同い年の２
⼈がすごい、肌がちょっと⿊めでいるという状態
になりまして、ちょっとアグレッシブな雰囲気が
出ておりますが、多分もう⻑い時間お話聞いてい
ただいているところで、ちょっとお疲れのところ
かと思いますが、私のほうからＩＴというところ
を活⽤して、どういうふうにペットツーリズムを
盛り上げていくかというところの事例をお話で
きたらなと思っておりますので、よろしくお願い
いたします。 
 今⽇の登壇者の皆さんは、皆さん御縁がありま
して、本当に、中⻄さんも、観光局さんは「おで
かけわんこ部」さんを御紹介いただいてましたが、
あちらも実は我々、業務提携してまして、いろい
ろ連携させてもらってたということですね。 

 川⼝さんのほうはまさかの、もともと同じリク
ルート出⾝だったということで、⼤変御縁がある
なと思ってます。 
 
【スライド 02】 
 私、リクルートという会社の中で、Ｒｉｎｇと
いう新規事業の「ゼクシィ」とかああいうのを出
してきた伝統⾏事みたいなのがあるんですけど、
その中でグランプリを取ってペッツオーライと
いう事業をつくりまして、そこから、今、スピン
アウトさせて会社をやらせていただいておりま
す。 
 
【スライド 03】 
 我々の会社、ペットというところでＩＴという
ところでメインにしておりますが、ペット系ＩＴ
の中でも、僕らがやりたいのは、やっぱりこれ、
10 年ぐらいですね、このペット業界に携わらせ
ていただいている中で、どうしてもやっぱりイン
フラ、ＩＴ的なインフラの部分がどうしても脆弱
だなというところがずっと考えてたところでし
た。 
 なので、私はＩＴ側の⼈間なので、そういった
技術とか知恵とか、そういったものをうまくこの
業界に還元しながら、より便利な世界だったりと
か、皆さんが解決できないところを我々の世代と
して何か解決できないかなということを主軸に
会社をやらせていただいているという会社にな
っております。 
 
【スライド 04】 
 我々の会社、⼀応２つ事業を展開してまして、
１つがペッツオーライという、社名にもなってし
まっているサービスなんですけど、ここを、まさ
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に今⽇いらっしゃっていただいている先⽣⽅な
どにも協⼒いただいたりとか、冨永さんにはもう
10 年前からお世話になって、ほぼ息⼦みたいな
取り扱いをされてるんですけども。 
 それで何とかユーザー数を伸ばしまして、でも
30 万件の相談を受けていたりとか、ユーザーさ
んもすごいどんどん伸びていって、ありがたいこ
とにペット相談サービスというところではナン
バーワンのところになってきたのかなというと
ころになります。 
 
【スライド 05】 
 もう⼀個「Wan!Pass」、今⽇の事例のほうは
「Wan!Pass」というところをメインでお話しし
たいなと思ってるんですけども、こちらもリリー
スから２年で 3,000施設ぐらいに増えまして、Ｎ
ＨＫさんも含め、⽇経さんとかも含め、いろいろ
メディアにも御紹介いただいておりますという
ところで、昨今のペットツーリズムのこの流れに
うまく乗りながら、いろいろ情報発信させていた
だいております。 
 
【スライド 06】 
 今⽇、我々の会社の話をしてもある意味しょう
がない部分もあるかなと思ったので、ちょっと私
たちのほうで独⾃調査したデータを皆さん、持ち
帰りいただけたらなと思っております。 
 
【スライド 07】 
 ペットオーナーさんたちが実際どんなふうに
お出かけの状況になっているのかというところ
なんですけど、今現状、やはり⾃家⽤⾞を利⽤す
る⼈がほとんどです。これ、ほかの調査データで
⾒ても、⼤体同じぐらいの割合でしたので、⼤体
これぐらいなのかな、８割強ですね、なのかなと
思うんですけども。 
 これの中⾝で、これって皆さん⾞が好きだから
というわけでもなくて、結局のところ、公共交通
機関のところに対して、やはり乗れるチャンスが

少ないと。乗り⽅もあまり分かってない⽅がやっ
ぱり現状多いなというところと、あとトレーニン
グの問題で、やはりクレートトレーニングなんか
をしっかりできてる飼い主さん、少ないという
様々な問題から、これは乗りたくないのではなく、
乗れないからしょうがなくて⾞にしてるって⽅
がやっぱり多いです。 
 という状況から、実質８割強の⽅が⾃動⾞で活
動してると。でも、これは⼀⽅、逆⼿に取って、
インフラが整ってないところでも、幾らでもツー
リズムチャンスが⽣まれるというところもペッ
トツーリズムの最⼤の特徴であり、かつ海外に逃
げないですね、皆さん。国内での旅⾏がやっぱり
中⼼で動くので、国内需要で絶対に囲い込めると
いうのもペットツーリズムの強みというところ
がポイントかなと思ってます。 
 
【スライド 08】 
 もう⼀つね、これ、宿泊施設で重要視すること
何ですかと⾔うと、いろいろあるんですけど、分
かりやすいところでいくと、やっぱり⼀緒に過ご
せる時間がとにかく⻑いことと、御飯が⼀緒に⾷
べられるみたいなことはやっぱりプライオリテ
ィーが⾼くて、あとはやっぱり意外と、私もワン
ちゃんと⼊れる部屋がありますよというホテル
に⾏くと、⾏動が制限されてしまうことが多いな
ということがあります。 
 なので、なるべくいろいろな場所に⾏けるとい
うところのニーズをかなえてあげるということ
も⼤事なのかなというところですね。 
 
【スライド 09】 
 ⼀⽅、飲⾷店というところで⾏くと、やはり店
内ですね。⼤概ペットオーケーと書いてあっても、
テラスというところが多いかなと思います。なの
で、冬は凍えて、夏は暑くて、どうする？なんて
⾔いながら、やりながら、⾬降ったら、もう⾏く
場所ありませんみたいなこともやっぱり多いと
いう中で、店内に同伴できるというところがどこ
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かないかなということを、やはり皆さん悩んでら
っしゃるというのがあったりします。 
 あと、意外とここポイントだったりしまして、
ペットと⼊れる場所であっても、それが距離をし
っかり保てるかどうかですね。隣に⼤型⽝が来た
ときに、横にチワワがいる、この状況が、１メー
トル以内とか最悪な事態だなというところがあ
るので、こういうのをなるべく避けられるような
店内環境とかルールみたいなものを整備してお
くことも⼤事かなと思ってます。 
 
【スライド 10】 
 どれぐらいの頻度で⾏くのというところで⾏
くと、まだやはり年⼀、⼆回のところがほとんど
なんですけども、中にはもう年 10回以上⾏って
ますという⽅もやっぱりいらっしゃいます。 
 これは⼤体 4,000 名ぐらいアンケート取って
るんですけども、それでも年に５から 10 で５％
ぐらいいるんで、かなり頻度⾼く⾏かれる⽅もい
るのかなと思いますし、１泊単価がやはり家族プ
ラスワンちゃんとかで⾏くと 10万円とか、⼤体
単価で宿泊でいくんですけど、そういうところも
含めて、よりこの１回から２回みたいなところで
終わってしまってる⼈に、もっとお出かけしやす
くして増やしていくかというところも、これから
ツーリズムのマーケットを広げるポイントかな
というところです。 
 
【スライド 11】 
 ここも結構⾯⽩かったんですけど、⽚道の移動
時間の許容範囲。これ飼い主さんの感覚です。⼤
体やっぱり⼆、三時間というところですね。なの
で、⾞で⼆、三時間みたいなところが⼤体ツーリ
ズム範囲の中でマーケットの視野に⼊ってくる
のかなと思うと、今回、神⼾市さんの話がありま
したけど、神⼾周り、⼆、三時間で来られるエリ
アの⼈たちは、ある意味対象になってくるよとい
う⾒⽅もできるかなと思っております。 
 逆にこれ６時間以上で問題ないという⼈は、逆

に問題だろうと思ってますね。それワンちゃんか
わいそうだろうと。適度な休憩を絶対というとこ
ろで⾏くと、１時間ぐらいのタイミングでパーキ
ングに⾏く。そこで、ちゃんとドッグランが整備
されていて、そこでしっかり遊んでリフレッシュ
できるような環境を、出発地点からゴールまでの
間にどうつくっていくかということも、まちづく
りという観点が必要なんだなと思ってます。 
 
【スライド 12】 
 最後に、これデータとしては最後なんですけど、
やっぱり結局お店⾒つけるのが⼤変ですという
のが⼀番ペインとして⼤きいです。かつ、宿泊先
もそうなんですけど、予約が取れないという、意
外とそこまでボリュームが少ないので、私もそう
ですけど、⼤体そうですね、今週末でお出かけし
ようかなみたいな感覚でお出かけできる先はほ
ぼないんですね。そこもまだあるので、ある意味、
宿泊事業者さんとしてはまだまだ⽩地ですとい
う状況があると思います。 
 
【スライド 13】 
 とはいえ、お出かけしたい、したい、したいと
いうのをかなえるだけではあまり意味がなくて、
先ほどもちょっとマナー問題という話も出まし
たが、現状、国内で⾏くと、正直我々相談サービ
スやっていて、まだまだしつけというところが、
最低⽔準までいけてる⽅って本当に少ないなと
思っています。 
 それがゆえに、周りの事業者さんたちも、いや、
⽝は⼊れたくないよとか、過去、ペットオーケー
にしてたんだけど、何か机の上にワンちゃん乗せ
るわ、⼈間のお⽫で⾷べさせてるわ、むちゃくち
ゃでという話をたくさん最近聞きます。 
 なので、過去の⾏いによって、今、どんどん、
むしろ狭まっているところも多くなってしまっ
ているというのもこの業界の問題であり、ペット
業界としてどうにかしなきゃいけないと。公園で、
うちの⼦しっかり、ちゃんとしつけできてるのと
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か⾔いながら、ぐいぐい引っ張ってるワンちゃん
連れてるおばちゃんよくいますよね。そういう状
況をどうにか変えていかなきゃいけないなとい
うことを思っていました。 
 
 
【スライド 14】 
 かつ、ツーリズムの課題点で⾏くと、私の理由
なんですけど、正直データが本当なかったです。
我々の「Wan!Pass」事業をやる上でいろいろデー
タを集めていたんですけど、じゃあペットツーリ
ズムをやったらどれぐらい売上げ上がるの？⼈
来るの？というときに軽井沢の事例で数字がな
いんですね。⼈間の⾏動データというのはＧＰＳ
とかでたくさん取れてるんですが、そこに⽝とい
うものが加わったものというのが、この⽇本に存
在していないというのはかなり問題でして、がゆ
えに資⾦も集められないし、やろうってときに協
⼒を得られないというところがあるので、とにか
くデータを集めなきゃいけないと。 
 あと、⼤きな取組になってませんというとこな
んですけど、ただ個店ベースでは、やはり業績上
がっているという話もやっぱり個別には来ます
と。⾏動のデータの可視化と、そのデータを可視
化することで毎回改善をしていくってサイクル
をしっかりやっていくことが⼤事かなと思って
るんですが。 
 
【スライド 15】 
 ペットツーリズム、ちょっとまとめて書いてる
んですけど、結構点で、何かどこかがペットと泊
まれるホテルで飲⾷店やるぞと⾔ったら、うわー
っと⼈来たみたいなことで、点になってしまって
いたのが、やっぱり⾯でやっていかなきゃいけな
いと。なので、神⼾さんの取組、⼤変すばらしい
なと思うんですけども、⾯でやっていくことと。 
 あと、結構ペットを連れてくるときにおけるリ
スクがやっぱり⽇本ってよく⾒過ぎてしまうと
ころもあるかなと思っていて、なので、できない

ほう、こういうようにマナー悪い⼈が来るよねを
前提にがちがちに縛るみたいなことがやっぱり
多いなと思ってるんですが、そうではなくて、よ
り何かができるよね、私、この⼦はちゃんとでき
てるよねという⼈たちに対してインセンティブ
をどんどん与えていくことで、皆さんがもっとモ
チベーション⾼く、ちゃんとやっていくこと⼤事
だよねという、うちの⼦ちゃんと⼤学⼊れなきゃ
と同じ感覚でワンちゃんと暮らしていけるとい
うか。 
 あとはペットツーリズム１本でがんとやるの
ではなく、ペットツーリズム掛けるスポーツとか、
ペットツーリズム掛ける○○みたいなものをど
んどんつくっていくということも⼤事かなとい
うことと、あとは何か１回変えたら、もうペット
でやるって決めたらやり切るぞみたいなところ
で頑張り過ぎずに、より例えば関⻄だとスキー場
ってどこですかね、神⼾とか、スキーエリアって。
六甲⼭か、そうですね、六甲⼭も、今、フリーシ
ーズンがペットというところを開放してると思
うんですが、関東も苗場とかあの辺りって、夏場
はもうシャッター街なんですね。もう全然⼈もい
ないし、みんな仕事やる気ないのでシエスタみた
いになっちゃってるんですよ。 
 なんですけど、そのタイミングって、ある意味
ペットにとっては天国ですよね、標⾼が⾼くて涼
しくて。⼈がいないんで、⼀緒にワンちゃんと楽
しみやすい。これだけ条件そろってるのに、何で
何もやらないんですかみたいなところがあるの
で、１年中ペットでやるぞというところだと⼤変
かもしれませんが、閑散期にペットを受け⼊れる
みたいな形の考えでどれだけやれるかってこと
も⼤事だなと思ってます。 
 これ、私が勝⼿に今はやらそうとしてる⾔葉な
んですけど、移・⾷・遊・泊というツーリズムに
おいて、結局のところ泊まれる場所がありますっ
ていっても、そのホテルで全部完結させるしか、
意外とお出かけ先⾏ってから、何もなかったりす
るんですよ。これって正直消費としてすごいもっ
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たいないというところもありまして、いかに移動
ですね、まず電⾞とかでもいいですし、⾞とか、
そういう移動ができ、そこで⾷べることができる。
いろいろ御飯を⾷べたりとかできる。で、遊ぶこ
とができる。そして泊まれることができるという
ことがトータルで、全部を回遊させていくことで、
エリアもマーケットも消費を最⼤化させていく
ということがペットツーリズムというか、ペット
タウンみたいなところをつくっていく上では⼤
事だなと思ってます。 
 
【スライド 16】【スライド 17】 
 という中で、「Wan!Pass」というのを実は僕つ
くってるんですという話に来るんですけど。何を
してるかというと、シンプルにワンちゃんと⾏け
る場所⾒つかりますというアプリをつくってる
んですが、普通にやると何かワンちゃんの⾏ける
先がビーンとマップが⽴ってるだけになってし
まうんですよ。 
 これで僕⾃⾝もそうなんですが、困るのが、全
部中⾒て、ちゃんとルール⾒て、うちのは⼊れる
んだっけみたいなこと確認してやっていくとい
う物すごい煩雑な作業が発⽣してたんですけど、
我々はペットのデータを基に、どこならあなたが
⼊れる場所、ここは⼊れない場所というのが全部
可変的に可視化される仕組みになってます。なの
で、⻩⾊が⼊れない、緑は⼊れるみたいなものが
あるんで、特に⼤型⽝の⽅は、もうこのアプリ⾒
ていただくと、緑のところに⾏けばいいというふ
うに簡単に把握できます。 
 
【スライド 18】【スライド 19】 
 かつ、狂⽝病とか混合ワクチンの証明書、病院
で発⾏される紙ですね、あれを持ってきてくださ
いというところがあるんですけど、紙ぼろぼろに
なるんですね、１年で。ですし、もう何か忘れた
とき⼤変みたいなのがあるんですけど、これを実
は我々のほう、画像を⼊れることで全部デジタル
化できる仕組みをつくっています。ＡＩ−ＯＣＲ

という技術と裏側で実は⼈が頑張ってるみたい
な、両⽅やりながらやってるんですけど。⼤分精
度⾼くなってきて、全国のいろんな先⽣がつくる
様々な愉快な書式をかなり読み取りまくりまし
て、ＡＩで学習させまくって、読み取れる世界を
つくり上げたんですが、それによってデジタル化
したデータをこういった店舗に可変的に配置し
てるＱＲコードをアプリで読み込むことでデー
タの、証明書データと照合して、あなたはちゃん
と期間内の証明書を持ってますよみたいなこと
が証明されて発⾏できるというような、⼊⼝の⼿
続の仕組みなんかをつくってます。 
 このときに実は同意書ですね、同意書も紙で書
いて、いろいろやってると思うんですけど、あれ
も全部そのままでエビデンスを取って同意がで
きるという仕組みだったりとか、⾏くことによっ
てクーポンを発⾏したり。クーポンて事前にもら
って⾏くではなく、⾏ったことでクーポンを発⾏
させて再来店してもらうとか、場合によってはエ
リアで展開する場合は、このお店に⾏ったことで
別のお店のクーポンを得て、さらに回遊させると
かですね、そういうものができるようなものをつ
くっています。 
 これが全部、実はやってることでデータが集ま
るようになってまして、何県の⼈がどの県に⾏っ
てるとか、⾃分たちの商圏としてどれぐらいまで
の範囲の⼈たちが来てくれてるとか、そういうの
がいろいろ集まるようになってるのと、さっき情
報が最新化されてないってお話があったと思う
んですが、ここもすごい問題だったんですね。メ
ディアでつくり過ぎると、メディアはやっぱり可
変しづらいんですよ。なんですけど、我々はちゃ
んと管理画⾯を⽤意して、ここを変えることでペ
ットにおける⼊店条件も全部変えることができ
るようになってます、リアルタイムでですね。で、
さっきのピンが緑、⻩⾊みたいなのが変わるとい
うのもつくっています。 
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【スライド 20】 
 プラス、しつけ認定というものも我々のほうで
やらせていただいてまして、今⽇、宗像さんもい
らっしゃってるんで、JAHAさんもいると思うん
ですけど、我々のほうでは⽣活に則した、なるべ
くライトな形で個別認定ができるような仕組み
をつくっていて、これは何を⽬的にしてるかとい
うと、飲⾷店の⽅はしつけができてたら⼊ってい
いよという⼈がやっぱり多いんですね。普通、今、
ペットＮＧにしてるんだけど、しつけができてる
⼈だけだったら⼊れていいよというお店がある
んですが、そういった⽅々が店で設定すると、こ
のしつけ認定を持ってる⼈だけがさっきの⼊店
許可が出る。ピンが緑⾊になるという設定なんか
もできるようにしています。 
 ここは実は我々がつくったから我々のものだ
というわけではなく、外部のいろいろな認定を今
ペット業界でもやられているところもあるかな
と思うんですけど、そういうものを後々どんどん
ここに⼊れていって、皆さんが発⾏してる、そう
いう資格というものをデジタルツール化して、さ
らに社会実装するというところをクイックにで
きるような仕組みに、前提にしてるので、これは
業界の皆さんとどんどん協業してやっていきた
いなということでつくっています。 
 
【スライド 21】【スライド 22】 
 こういうのも全部アプリで認定データを渡し
てアップできますというのをスタートアップで
お⾦あまりないんですけど、ゼロ円でひたすら配
って世の中の地盤をつくりにいってますという
ことを頑張っております。 
 
【スライド 23】 
 で、これですね、「ｎｅｗｓ ｅｖｅｒｙ．」さ
んに先⽇御紹介いただいて、こうやってＮＨＫさ
んにも、ＮＨＫさんは社名出してくれない、ケチ
なとこですね。仕⽅ないんですけど。頑張って、
ここのロゴだけでも映れと思って映してもらい

ました。 
 
【スライド 24】【スライド 25】 
 ちょっと事例的にはそんなことをやりながら、
富⼠川町という、甲府盆地の奥の⽅にある富⼠川
という名前があるのに富⼠⼭がそこから⾒えな
いという致命的な、⼭梨では致命的な町があるん
ですけども、町⻑と⼀緒に、町⻑がペットの共⽣
をやるんだということをおっしゃって連絡いた
だいて、包括連携協定結びまして、先⽇もドッグ
ランを造って、こんなんやりましたね、パチンと
切る、あれにも出させていただきまして、オープ
ンしたんですけど、ここでの取組としては、こう
いった「Wan!Pass」を使ってドッグランに⼊る際、
必ず読み取ってくださいと。 
 それによって鍵番号が発⾏されて、それで⼊る
ことができますということを徹底することで、そ
の⽇に何頭、どこから来てるのかというのが全部
データで集まるようになってます。これによって、
その県内の⼈たちなのか、それともツーリズムで
本当に寄ってくれた⼈たちが来てるのかってこ
とを定量的に把握できたりとか。 
 あと先⽇もちょっとトラブルがあったんです
ね、ドッグランで。のときに、どんなワンちゃん
だったかというのが全部データで残ってるので、
そういう意味でのトラッキングもできるように
なっています。というので取組をしていきまして、
やってるんですけど。 
 あわせて。こんな時間になっちゃった、押して
るのに。 
 
【スライド 26】 
 富⼠川町って本当に誰も皆さん知らない町で、
ペットツーリズムであんなところは全然候補に
挙がりませんみたいな状態だったんですけど、そ
んな中、こう僕らでツアーを組んでしまって、新
宿駅のど真ん中でバスツアーをそこからスター
トさせて、富⼠川町に送り込むというのをやって
ます。ここで町⻑が挨拶されてます。そこ⾶ばし
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ながら⾏きますね、すみません。こうやって皆さ
ん、アプリを使っていただきながら、さくら祭り
を楽しんでいただくというツアーをやったんで
すけれども。 
 
 こうやっていろいろ配慮しながら、もともとペ
ット絶対乗れないバスを、何とか乗れるようにし
て、こうやって中で何かペットクイズとかやりな
がら、みんなで、何かゲームしましょうとかやり
ながらやってって、こうやって皆さん、お出かけ
をしていただいたんですけど。さくら祭りにも⾏
って、帰りに神社とか⾏ってといって。こうやっ
て、皆さん知らなかったんですね。１⼈だけ、こ
れ 10 組でやったんですけど、⼀部だけ、⼭梨出
⾝の⽅がいたんで知ってたというぐらいですけ
ど、やっぱり１回⾏ったら皆さんまた⾏きたいっ
てなったんですよ。 
 でも、その要素って、春に⾏ってるんで桜だっ
たんですけど、秋に⾏くと紅葉がきれいです。紅
葉がワンちゃんと⾒られて、すごい桟橋みたいな
ところ⾏けるとこあるんですって情報与えたら、
じゃあ、次、秋に来ますというふうに、やっぱり
なるんですけど。やっぱり先に⼀度体験してもら
うということもすごい⼤事かなと思っていて、僕
らちょっと１回ツアーとかもやってみました。す
ごい喜ばれて、好評でしたというところですね。 
 
【スライド 27】 
 そのほかには、軽井沢観光協会さんと軽井沢も
全部マッピングをして。軽井沢さんはもうちょっ
と先⾏っちゃってるんで、もうマナーと、いっぱ
い⼈が来てマナー困ってるんでということで、マ
ナー啓蒙をどんどんやっていこうということを
取り組ませていただいております。 
 
【スライド 28】【スライド 29】 
 あとは群⾺県の専⾨学校さんと Wan!Pass認定
⼠をどんどん広げていこうというところで連携
をさせていただいたりとか、あとは箱根観光船さ

ん、⼩⽥急さんと、ワンちゃんと乗れる海賊船と
いうことで、いろいろ展開してるときに、チェッ
クインラリーというイベントなんかをやらせて
いただいて、これは僕らって、チェックインとい
う、さっきの機能を使うことで、チェックポイン
トをエリアにつくることで、それを全部回ると称
号を得られますという体験なんかもつくれるよ
うになってます。 
 それによってプレゼントがあるよとかという
ことで、観光地を回遊させるという取組をやった
んですけど、そしたら皆さん、何回も、ここの芦
ノ湖来てたのに、あんなところ知らなかったみた
いなお声がいっぱいありまして。そういうものを
活⽤することで、ただ周りましょうではなく、周
ることによるインセンティブとか楽しみを与え
てあげるというのも１つ⼤事かなと。 
 これは、すみません、⽯川さんなんですけど、
ちょっと⾶ばしながら、⾒ていると時間があれな
んで、こんな感じで、海賊船に乗っていったんで
すけど、ざっくり⾔うと、ちゃんとマーケティン
グして、証明書とかも⼿続も楽だよとかってやっ
ていくと、あ、こんな感じですね、⼊⼝で全部Ｑ
Ｒコード読むだけで⼿続きが完了すると。 
 ちなみに、最近チケット機能もリリースして、
全部チケットもぎりから何から全部あれで完了
できるようにしたりとかやっておりました。これ
ですね、チェックインになりますね。こんな感じ
で、いろんなところにチェックインしましょうと
いうことをやってました。 
 こういった取組をがっとやっていくことでし
っかり集客も取れて、⼩⽥急さんの中でも、これ
もっとやっていこうみたいな形にやっぱり変わ
ってきたことで、より寛容になってきたという事
例も⽣まれております。 
 というのが、⼀応ツーリズムのお話になってま
して。ちょっとしゃべり過ぎちゃいましたね。つ
いしゃべるのが好きなんでちょっと⻑くなって
しまったんですけど。 
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【スライド 30】 
 最後に、さささっと防災の話だけ。今⽇防災の
話もあったので、神⼾のお話もありましたので、
防災の話だけですけど、これちょっと皆さん、今
⽇業界の⽅もたくさんいらっしゃると思うので。 
 
【スライド 31】 
 我々のほうで 2,200名ぐらいですかね、アンケ
ート取ったんですが、やっぱり最初、ワンちゃん
を飼われるタイミングで防災のことってほとん
どやっぱり皆さん意識してませんというところ
だなと思います。 
 
【スライド 32】【スライド 33】【スライド 34】 
 ただ、やっぱり防災のところって、すごい⼀番、
家族なんで⼤事かなと思うんですけども。昨⽇も
ちょうど防災のイベントでしゃべってたんです
けど、⾃助とか共助とか、そういった観点でもい
ろいろ⼤事なことがあるなと思うんですが。 
 今やはりもう皆さんが、避難所に対してほぼ諦
めてるみたいな現状というのもデータで出てき
てました。かつ、同伴ルールとかをちゃんを把握
してる⼈はほとんどいないです。備えるものも皆
さんの中で、何となく情報⾒て、何となくそろえ
とこうと、御飯だけはやっといたほうがいいよね、
ローリングストックなんて⾔いながらやっては
いるんですけど、やっぱりまだまだ全然、同伴・
同⾏の場所をそもそも理解してないということ
と、あと同⾏・同伴のルールも知らない。 
 で、避難情報を認知する⽅法がめちゃめちゃ煩
雑という。⾃治体のサイトに⾏って物すごい⾒づ
らい表をひたすら眺めるみたいな。僕も⾃分の⾃
治体⾒たんですけど、最後まで何⾒てるか分から
なかったという、すごい地獄だなと思うんですね。
というときに、やっぱりそれを特化させる情報を
どう伝えるか、ＵＩ／ＵＸみたいなことをどうや
るかというのをすごい⼤事だなと思っていて。 
 僕らのほうでは、ただただ防災のことしようね
と⾔っても意識しないんですよね。でも僕もそう

なんですけど、家が揺れたときって、むちゃむち
ゃ意識するんですよね。あ、揺れた、ここから、
もういつ来るかなということを思って。というと
ころを着⽬して、僕らは防災、災害の APIを拾っ
てきて、それが来たときに防災についてよくみま
しょうということをプッシュするって機能をつ
くっています。 
 
【スライド 35】【スライド 36】 
 まだ情報が集まってないんであれなんですけ
ど、これから避難所情報とかもマップでピンを⽴
てられることによって、そういうタイミングで、
ここに、ほら避難所があるんだよ。でも避難する
ときって、そのエリアって、こういう状態なんだ
よみたいなことを情報発信できる仕組みなんか
をつくってまして。こういうものも通して、とに
かく取組をやって、多くの⽅が何か起こったとき
も助けられる。これツーリズムのときはなおさら、
お出かけ先で起こったときって本当に分かんな
いんで。 
 でも、お出かけ先で地震が起こったってときに、
その場のところの情報から、ここなら避難できま
すよってことをプッシュできるような仕組みで
今つくろうとしてやってるんですけど、問題はオ
ープンデータがないというところですね。各⾃治
体さんが、それぞれ不思議な、いろんな形で、愉
快なばらばらなデータでされているので、この
我々ＩＴ企業は死ぬほどデータを⾒るのに苦労
するという状況を何とか変えていって、オープン
データって今つくってますけど、そこにペットと
いう１⾏を、１列をつくってほしいなというのを、
今、話しております。 
 
【スライド 37】【スライド 38】 
 はい、すみません。だだだっとお話ししました
が、以上です。御清聴ありがとうございました。 
 
○司会 ⼩早川さん、ありがとうございました。 
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